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《はじめに》 

 

北広島市の今後のまちづくりにおいて、社会情勢・経済状況の変化などに対応していくこ

とは当然ですが、何よりも市民意識を踏まえることが大切です。 

そのため、市民意識調査や現状分析を実施していますが、市民参加の一つの手法である無

作為抽出による市民会議を開催し、市民が何を行政に求めているのか、今の行政に何が重要

であるかなどの意見を聞き取る機会とし、今後のまちづくりの基礎資料とするものです。 

 

 

 

 

 １ 参加依頼数   １８歳以上の市民１，０００名 

           ※地区、性別、年代を考慮しての無作為抽出 

           ※市職員及び市議会議員は除く 

 

 ２ 回 答 数   ４３１件（４３．１％） 

            うち参加希望数 ５８件（１１．１％） 

  

 ３ 参加決定数   ３０名 

           ※地区、性別、年代及びテーマを考慮して選考 

 

 ４ 会 議 日 時   平成２９年１１月１９日（日） １３：００～１７：００ 

  

 ５ 会 議 場 所   北広島市図書館 ２階 ＡＶサロン 

 

 ６ 会議テーマ   ①公共交通 

           ②ボールパーク 

           ③生活環境 

           ④まちづくり 

           ⑤子育て 

 

 ７ 会 議 進 行   参加者を５グループに分け、北広島市総合計画推進委員会委員及び

市職員を各グループのファシリテーターとしたブレインストーミ

ングを実施 

  

きたひろしま市民会議の概要 
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 ＜バスの現状の問題＞ 

 ・中央バスとＪＲの接続が悪い。北広島駅が始発なのに駅で 10 分以上待つことになる。 

 ・大曲-北広島駅、大曲-札幌間の移動をもっと楽にしたい。 

 ・希望ケ丘の始発、最終バスの増便。 

 ・今、バスに「～のってるカード」があるがＨＰを見ても何か不明だった。 

 ・東部⇔大曲間、バスが少ない。大曲からの札幌へのアクセスが不便。 

 ・バス運賃の改善。 

 ・希望ヶ丘から駅へ行くのにセイコーマート角から（大曲通）曲がる道にバス路線の新設。 

 ・バス路線や運行時間がわかりづらい。 

 ・三井アウトレットに行けない。バスの本数不足。 

 ・高齢者や車を持たない人々のためにも無料送迎バスの運行（安価）があると良いと思う。 

 

 

A グループ 

公共交通について 
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＜ＪＲ＞ 

 ・ＪＲが止まったら札幌に働きに行けない。朝、通勤快速がない。 

 ・ＪＲ駅の駐車場の割引制度。 

 

＜改善点＞ 

 ・公共交通は高いため、市内在住の人で公共交通を使用する方には援助、割引制度の導入。 

 ・市内の数か所のバス停近くに駐車場を作って割引制度も作る。 

 ・タクシー割引制度、ポイント制の導入。 

 ・公共の乗り物に使用ごとのポイント制の導入。 

 ・乗合バス、タクシーの普及。 

 ・西部地区から駅へ行くためのバスの増便。(大型バスではなくマイクロバスでもいいから) 

 ・コミュニティバスの充実。 

 

＜道路問題＞ 

 ・排雪、除雪作業に力を入れていただきたい。 

 ・除雪が遅いので、早めに対応してほしい。 

・地下鉄の延長を考えていただきたい。 

 ・大曲中央通、大曲幸通、三井アウトレット周辺の渋滞がひどい。 

 ・通学路の冬期間の道路環境が悪いので、子供達が危険。冬休み中には除雪されない。 

 

＜まちづくり＞ 

 ・水道料金が高い。 

 ・北広島市内で飲食できるお店がもっと増えてほしい。 

 ・文化事業（イベント）等でも市外の方に北広島に来てほしい。 

 ・北広島市内にもっと企業を誘致して、働く場所を提供。 

 ・家々交換の実施。 

 ・道都大学の市民講座がおもしろい。 

 ・市内に在住して市内に働いている人に何かメリットや援助が必要。 

 

＜教育＞ 

 ・小中一貫教育の意義。 

 ・学校を卒業して社会人になった人で、北広島在住の方への援助。 

 ・市内の幼稚園、保育所を増やして、働くお母さんに援助を。 

 

 ＜高齢者対策＞ 

 ・老人が１人で住んでいる一軒家で若者１人程度？との居住。 

 ・老人宅などへのボランティア活動者に、公共の乗り物割引制度の導入。 
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 ＜課題＞ 

 ・拠点、どこ？ 

 ・メインストリート、商店街、にぎわいどこ？。 

 ・北広島のブランド力？観光推進？ 

 ・北広島の売りがパッとしていない。 

 ・宿泊施設？ＪＲ沿線の土地活用。 

 ・観光は諦めたら？三井、日ハムに注力を！（エルフィンロード？）（ゴルフ？） 

B グループ 

ボールパークについて 
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＜子育て支援を＞ 

 ・高齢者の空家の活用。安い家賃、シェアハウス。 

 ・総合戦略の矛盾。出生率向上に向けた取り組みの実現を。 

→出産希望者の希望を叶える。Ex 産婦人科の誘致。 

 ・小学校や幼稚園・保育園をもっと多く作ってほしい。 

 ・多子世帯の支援。 

 ・出生率の向上。 

 ・持続可能な支援、援助。※無償化の良し悪し。 

 

＜福祉の充実を＞ 

 ・介護施設→サ高住へ 

 ・高齢者や障がい者、独身単身者のためのグループホームを沢山作り、そういったものが

必要な層を呼び込む。（結婚して子供を作っていいとかいう人だけではないはず。そう

いった人達にも住みやすい街にしてほしい！） 

 ・障がい者の福祉事業所をもっと多く作ってほしい。 

 ・親を介護しながら働ける、という安心感がほしい。 

 ・福祉の街を目指してもいいのでは。 

 ・独身の人にも優しいまちを。 

 ・障がい者の働ける場をもっと多く作ってほしい。 

 

＜既存の施設の活用＞ 

 ・図書館+カフェ+本屋さん 

 ・公共施設をつぶすのではなく、うまく利用できないのか？ 

 ・駅周辺に魅力がない。空き店舗もあり、閑散とした印象。（36 号では店ができているが

遠い） 

 ・総合体育館の周辺が暗い。街灯を立ててほしい(今ある施設をもっと良くしてほしいので) 

 ・団地地区、立地適正化計画、居住誘導。 

 

＜ＢＰの誘致（反対）＞ 

 ・ＢＰで市が盛り上がるとは思えないので設立反対。 

 ・地域の治安が悪くならないか。周辺に高校、福祉施設あり。 

 ・ＢＰに頼り過ぎてはいけないのでは。 

 ・ＢＰアクセス（移動）への課題。ＪＲ新駅、輸送人員の問題 

 ・ＢＰアクセス（移動）、バス、自家用車、幹線ネットワーク、274 号等、混雑する。 
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＜ＢＰの誘致（賛成）＞ 

 ・新駅を中心とした市街地化を。駅直結（地下鉄に負けない）で観光地の目玉に。 

 ・新しい人を北広島に呼び込むために、札幌市への一局集中型に対する回避策を。 

Ex 日ハム球場の誘致に全力を！+αの効果=知名度アップ 

 

 ＜交通網の整備を＞ 

・駅がどこにあるのかわからない。まちに標識を立ててほしい。 

・ＪＲ（快速）があること。札幌-千歳（空港）へのアクセス性。 

・車がない人も住みやすい街。交通網の充実。（市電、ＬＲＴ、無人環境）（産科・小児科） 

・交通計画（36 号、羊ヶ丘、厚別東）大型店舗による交通混雑。 

・新駅ができたら、北広島駅又は上野幌駅はどうなるのか？快速は停まるのか？ 

・ＢＰの誘致（新駅の開設～時間短縮、料金の差を埋めて） 
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 ＜人口減について＞ 

 ・北広島団地は団地イメージを変える。若い人が住みたくなるリフォーム(洋風収納、 

フローリング等) 

 ・人口減は、北広島市だけではなく、日本全体、特に地方都市地域の問題。人口減だけを 

考えての市の発展には不満。 

 

＜心配＞ 

 ・日ハムの誘致。ＢＰ構想を実行するなら渋滞や生活環境が悪化する可能性も考えてほしい。 

 ・空家が増えているが、塀などが崩れてきそう。 

 ・若者、子育て世代の支援ばかり。若い世代もいずれ高齢化。このままではそのうち市を離れ、 

その子供たちも親を見て、市を離れる。 

 

 

 

C グループ 

生活環境について 
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 ＜希望＞ 

 ・大型ショッピングモールがあれば良いと思う。 

 ・ＩＫＥＡを誘致してほしい。 

 

＜良いと思うところ＞ 

 ・駅周辺の道路の作りは余裕があって良い。 

 ・住人には良い人が多く、お互いを助け合っている。(除雪、草むしり、不審者の注意喚起等) 

 ・自然環境が良い。（近くに森林公園がある） 

 

＜ゴミ＞ 

 ・ゴミの出し方の悪い人へ、市から指導してほしい。 

 ・ゴミの戸別回収をしてほしい。ゴミの散らかり方がひどいです。 

 ・ゴミを出してはいけない袋、出してはいけない曜日に出たものの対処は？ 

 ・カラス対策なのか、ゴミを入れるための網や小屋があり、鍵がついている。 

かけ忘れると近くの人ではない人が入れるらしい。 

 ・鍋等の金属ゴミや古着等の資源ごみは、有料ゴミ袋じゃなくてよいのではないか。 

 ・生ゴミ用の収集袋は、小さいサイズを作ってほしい。 

 ・札幌のゴミの分別区分と比べると細かい。液体とかが残っていると収集されない。 

 

＜交通＞ 

 ・虹ヶ丘から西の里中学校までのスクールバスを出してほしい。片道 3キロ以上もある 

ため、冬道や治安面でも心配。 

 ・高齢者、障がい者が出かける場合の足がない。（家族で車の運転できる人がいないとき） 

タクシーか介護タクシーの補助があれば助かる。 

 ・夕方以降のバスが皆無のため、どこかで飲んでから帰りたくてもそれができない（北広島駅 

から三井）。駅の近くにホテルを作るとか。 

 ・日中は札幌方面へは行く方法が多い。 

 ・バスの時間が遅くまであった方がいい。（週末のみでも）東部地区。 

 

＜除雪＞ 

 ・市から業者への指導をするべき。 

 ・置き雪が多くて困る。除雪がいらないと思うくらい置いてある。カチカチで段差がひどく、 

車の出し入れができなくなる。 

 ・冬期の除雪方法が悪い、排雪が大変。一方通行で玄関前に雪がたまる。高齢者が最後まで 

定住できない理由となる。 

 ・路上駐車している人が多い。除雪の邪魔になる。しないよう市政だよりなどで周知するよう 

すすめてほしい。 

 ・除雪が悪い。住民の事を考えていない。 
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＜公園＞ 

 ・公園周りの路上駐車が多い。駐車場に停めてほしい。 

 ・公園利用のルール化。花火、ボール球技は家や車に飛んできそう。 

 ・信号のない横断歩道には信号をつけてほしい。車が止まらない。横断歩道がない所も多い。 
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＜町内会＞ 

 ・防災体制。ネットワークはどこで密にとるべきか？町内会？ 

 ・町内会の必要性は。高齢化、固定化。 

 ・高齢者、子ども（親）、町内会の連携。 

 ・町内会の役割とは？他の町内会との関わりがあるか？ 

D グループ 

まちづくりについて 
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＜ＰＲ・交流人口＞ 

 ・三井アウトレット、コストコには高速以外で来てもらう。 

 ・買い物の選択肢をもっと増加してほしい。 

 ・駅周辺のリニューアル。商業施設や医療施設。 

 ・ランチで北広島（親子で、カップル。インスタで周知。） 

 ・利便性が良いので市をあげてのイベントを何か作る。 

 ・もっとお祭りを増やしてほしい。前に比べて少なくなってきている。 

 ・道内・市内、道外へのＰＲ戦略。近郊との競合。定住は一時的。 

 ・ゴルフ場の活用法-ゴルフだけでなく、ウォーキングコース、歩くスキーのコース。 

 ・ゴルフ場との連携、輪厚、島松等プロツアーが行われるゴルフ場があり、本州客の人気

も高い。 

 ・石屋製菓の北広島工場、販売店、ＰＲ店、（六花亭本店、柳月スィートガーデンのよう

なもの） 

 ・若年層ばかりでなく、リタイヤ層の移住促進、支援策。→若年層にもつながる。自然、

ゴルフ、農業（家庭菜園） 

 ・交流人口を増やす施策。市内に金が落ちる。 

・ファンを増やす→将来の居住者につながる。 

 

＜雇用・教育＞ 

 ・教育の水準を上げる。子供だけではなく、大人の教育革命が必要。 

 ・教育の（高齢者）底上げを地域で。 

 ・北広島を住居として選ばない理由は、高校の学区制にあるのか（現在はどうなっている

か不詳） 

 ・工場団地への企業誘致。特に北の里、北広島工業団地。 

 ・北広島は「働き方改革」、「ワーク・ライフ・バランスの実現」のための環境は、整って

いる。だけど、雇用の創出がない。 

 ・企業誘致。市で補助する。特に中小企業に。 

 ・働き方改革が浸透すると、北広島市を選択する住居取得者数（若年層）は増える。 

 

 ＜公共交通＞ 

 ・上野幌に快速列車を。 

 ・北広島に途中下車させるにはどうしたらいいか。 

 ・誰もが利用しやすい公共交通の確保とはどこまでないか。 

 ・ＪＲ駅を中心とした開発。二次交通（案内、外国人） 

 ・サイクリングロードを延ばしてほしい。 

 ・新千歳空港、台湾、中国、自転車、エルフィンロード、サイクルスタンド。 

 ・新千歳⇔札幌のパイプはますます太くなる。国際線の増便、インバンド需要 

→いかに北広島で下車させるか。 
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＜その他＞ 

 ・市民の声を反映する仕組みづくり。 

 ・札幌市と近い強み、近い弱み。 

 ・札幌でいいんじゃない？感がある。 

 

＜医療＞ 

 ・医療の質を上げる。低いと流出する。 

 ・医療経営者のネットワークが必要。 

 ・高齢者が多いので、リハビリテーション医院を作り、医療費の流出をなくすこと。 

 ・市の保健師さんが自分の子どもを覚えていてくれているので安心。 
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 ＜情報＞ 

 ・子どもが３歳くらいになる段階で、小学校での準備費用、必要なものの目安を各学校 

ごとほしい。 

 ・回覧板をＳＮＳに。 

 ・生涯学習←大学の関わりは？ 

 ・地域全体での子育てサポート。 

 ・児童センターの運営の母体→市民の声が意思。決定のプロセスが欠如している。 

 ・健康作り。 

 ・「北広島市と言ったら」というブランディングが明確でない。 

 ・母と子の健康→科学的な情報（正確な） 

 

 ＜町内会＞ 

 ・あいさつ、地域のつながり。緑陽地域はわりと濃いと思う。 

 ・今は全然やってないが、行事などは増。 

 ・単発のまつりではなく、継続的な催しを（ex 駅での朝市など） 

E グループ 

子育てについて 
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 ＜仕事＞ 

・子育て母には短時間労働を。 

・市内で働ける場所を集めた管理的な情報誌がほしい。駅もしくは店の張り紙が多いので、 

比較-検討が難しかった。 

 

 ＜交通＞ 

 ・大型店舗・サイズ・質 vs アクセス 

 ・バスの改善。時間・本数・乗り降りのしやすさ。 

 ・最高速度の緩和。 

 ・交通の近代化に対応・カーシェアリングアリング・自動運転。 

 

 ＜生活＞ 

 ・もし駅を中心に街づくりを強化するのであれば、ファミリーレストランなどもほしい。 

 ・大型スーパーがほしい。 

 ・大型ショッピングセンター、駅近くにできれば良い。親子連れが来るかも。 

 ・外食をするのに困る。 

 ・北広島市は自然豊か。子供が自然と触れ合える場が増えると良い。 

 ・子どもが遊べる場所が増えると良い。 

 ・ゴルフ場が多すぎる。 

 

 ＜医療＞ 

 ・医療の質→カスタマーサービス 

 ・検診に対する助成が札幌に比べてしまうと薄い。同じ程度で手厚くしてほしいと思う。 

 ・産婦人科がほしい。 

 

 ＜サポート・地域性＞ 

 ・定住促進策は継続する。 


